
内
藤
恒
雄
駿
河
半
紙
技
術
研
究
会
会
長 

三
度
目
の
ド
イ
ツ
訪
問
の
活
動
報
告 

                             

去
る
九
月
二
三
日
か
ら
十
月
七
日

の
十
五
日
間
、
「
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
技

術
博
物
館
」
の
招
請
を
受
け
、
『
日
本

の
優
れ
た
手
漉
き
和
紙
技
術
』
実
演
の

た
め
ベ
ル
リ
ン
を
訪
問
し
ま
し
た｡

三

度
目
と
な
る
今
回
の
渡
独
に
は
、
「
駿

河
半
紙
技
術
研
究
会
」
の
助
成
を
頂
き

ま
し
た
。 

 

今
回
の
訪
問
は
、
各
受
け
入
れ
側
の

皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に
よ
り
大
成
功
で

し
た
。
企
画
も
時
機
を
得
た
内
容
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。 

ド
イ
ツ
滞
在
中
は
、
博
物
館
の
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
前
回
の
二
〇
〇
〇
年
と
同
じ
五
〇

五
室
で
、
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ
て
き
た
感

覚
で
し
た
。
冷
蔵
庫
も
新
し
く
設
置
さ

れ
、
飲
み
物
や
食
料
品
を
保
存
で
き
る

の
で
、
自
室
で
の
食
事
が
前
回
よ
り
充

実
し
ま
し
た
。 

今
回
特
に
お
世
話
に
な
っ
た
四
名

の
方
々
に
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 


 

ガ
ン
ゴ
ル
フ
・
ウ
ル
ブ
ヒ
ト
様 


 

ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
技
術
博
物
館 

副
館
長 

ヨ
ゼ
フ
・
ポ
ッ
ぺ
様 


 

ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー
文
化
部
部

長 

河
内
彰
子
様 


 

駿
河
半
紙
技
術
研
究
会 

小
川
貴
士

事
務
局
長 

次
に
、
今
回
の
ド
イ
ツ
訪
問
で
の
主
な
活

動
を
報
告
し
ま
す
。 

 

◎
ガ
ン
ゴ
ル
フ
・
ウ
ル
ブ
ヒ
ト
氏
の
ア
ト
リ

エ
で
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催 

◆
一
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

九
月
二
六
日
…
六
名
参
加 

九
月
二
七
日
…
六
名
参
加 

九
月
二
八
日
…
五
名
参
加 

参
加
者
…
手
漉
き
紙
制
作
者
・
紙
布
作

家
・
修
復
家
・
製
本
家 

内
容 


 

「
こ
う
ぞ
煮
熟
」「
ア
ク
抜
き
」「
キ

ズ
ヨ
リ
」「
手
打
ち
」「
プ
レ
ス
」「
板

干
し
に
よ
る
紙
貼
り
」 


 

紙
漉
き
の
サ
イ
ズ
は3

0
0
×

4
2
0

、

3
0
0
×

8
0
0

、6
0
0
×

9
9
0
(

㍉) 

の

三
種
類 


 

簀
桁
は
一
九
九
八
年
来
日
し
た
ガ

ン
ゴ
ル
フ
氏
が
収
集
し
た
道
具 


 

手
漉
き
和
紙
制
作
の
「
流
し
漉
き
技

法
」
の
汲
み
こ
み
の
難
し
さ
を
、
体

感
し
て
頂
き
ま
し
た
。 


 

持
参
し
た
手
漉
き
和
紙
の
説
明 

 

◆
二
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

十
月
四
日
…
二
名
参
加 

十
月
五
日
…
三
名
参
加 

参
加
者
…
修
復
家
・
製
本
家
・
書
家 

内
容 

 


 

「
キ
ズ
ヨ
リ
」「
手
打
ち
」「
プ
レ
ス
」

「
板
干
し
に
よ
る
紙
貼
り
」 


 

紙
漉
き
の
サ
イ
ズ
は

3
0
0
×

4
2
0

、

3
0
0
×

8
0
0

、6
0
0
×

9
9
0
(

㍉) 

の

三
種
類 


 

手
漉
き
和
紙
制
作
の
「
流
し
漉
き
技

法
」
の
汲
み
こ
み
の
難
し
さ
を
、
体

感
し
て
頂
き
ま
し
た
。 


 

持
参
し
た
手
漉
き
和
紙
の
説
明 
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◎
ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー
で
の

講
演
会
お
よ
び
展
示
会 

◆
講
演
会 

会
場
の
定
員
を
超
え
る
二
〇

〇
名
以
上
の
ご
参
加
を
頂
き
、
椅

子
が
足
り
な
く
な
っ
た
そ
う
で

す
。
大
変
な
、
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
ご
説
明
し
た
十
二
項
目
を
明

記
し
ま
す 

① 

二
〇
一
四
年
十
一
月
「
和

紙
・
日
本
の
手
漉
き
和
紙
技

術
」
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
記
念
「
内
藤
恒
雄
手

漉
き
和
紙
独
立
四
〇
周
年
」

記
念
し 

ド
イ
ツ
訪
問
を
企

画 

② 

紀
元
前
中
国
で
紙
が
発
明
さ

れ
、
日
本
へ
は
朝
鮮
半
島
を

経
て
六
世
紀
頃
伝
承
さ
れ
、

九
世
紀
頃
、
粘
剤
（
ト
ロ
ロ

ア
オ
イ
等
）
を
使
う
事
を
考

案
し
「
流
し
漉
き
技
法
」
を

確
立 

③ 

世
界
中
で
手
作
業
の
紙
が
作

ら
れ
て
い
る
訳
で
す
が
、
日

本
の
手
漉
き
和
紙
の
品
質
は

世
界
一
と
考
え
ま
す
。
そ
れ

は
日
本
の
匠
が
特
に
優
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
地
球
上

に
お
け
る
日
本
の
緯
度
・
経

度
に
関
係
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
ぞ
・
み

つ
ま
た
は
東
南
ア
ジ
ア
に
広

く
分
布
し
て
い
る
訳
で
す
が
、

四
季
の
あ
る
お
蔭
で
日
本
産

の
品
質
は
一
番
だ
か
ら
で
す
。 

④ 

用
水
が
大
事
。
欧
州
は
硬
水
、

日
本
は
軟
水
、
特
に
富
士
山
の

伏
流
水
は
よ
り
新
鮮
。
（
硬
水

だ
と 

粘
剤
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ

は
効
か
な
い
） 

⑤ 

内
藤
恒
雄
の
手
漉
き
和
紙
の

作
り
方
「
木
の
皮
こ
う
ぞ
・
み

つ
ま
た
」「
煮
熟
」「
あ
く
抜
き
」

「
生
成
」「
キ
ズ
ヨ
リ
」「
打
解
」

「
叩
解
」「
ナ
ギ
ナ
タ
」「
粘
剤
」

「
流
し
漉
き
」「
プ
レ
ス
」「
板

干
し
天
日
乾
燥
」 

各
工
程
の
説
明
。 

⑥ 

日
本
国
内
の
手
漉
き
和
紙
制

作
者
の
推
移 

平
成 

五
年
…
四
四
〇
軒 

平
成
十
五
年
…
三
〇
〇
軒 

平
成
二
五
年
…
一
六
〇
軒 

⑦ 

国
内
で
の
流
通
は
和
紙
問
屋

さ
ん
が
全
て
を
仕
切
っ
て
い

て
、
制
作
者
自
体
で
は
売
れ
な

か
っ
た
。 

⑧ 

私
は
制
作
と
販
売
を
行
っ
て

お
り
、
最
初
は
ス
テ
イ
シ
ョ
ナ

リ
ー
中
心
で
県
内
都
内
の
小

売
店
販
売
だ
っ
た
。 

⑨ 

並
行
し
て
、
手
漉
き
和
紙
に
関

心
が
あ
り
、
手
漉
き
和
紙
を
使

う
美
術
家
を
選
び
出
し
て
販

売
。 

⑩ 

今
回
の
ド
イ
ツ
訪
問
に
際
し 

ベ
ル
リ
ン
日
独
セ
ン
タ
ー
・
ド

イ
ツ
国
立
ベ
ル
リ
ン
技
術
博

物
館
、
ガ
ン
ゴ
ル
フ
・
ウ
ル
ブ

ヒ
ト
様
に
御
礼
と
感
謝
。 

⑪ 

ド
イ
ツ
訪
問
は
、
今
回
で 

三

回
目
で 

一
回
目
一
九
九
一

年
、
二
回
目
は
二
〇
〇
〇
年 

⑫ 

今
後
と
も
世
界
に
誇
れ
る
手

仕
事
「
手
漉
き
和
紙
」
の
ス
バ

ラ
シ
サ
を
説
明
し
て
い
き
た

い
。 

◆
展
示
会
（
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
で
開
催
） 

前
回
の
二
〇
〇
〇
年
の
時
も
、

見
本
と
し
て
自
分
の
手
漉
き
和
紙

を
持
参
し
た
の
で
す
が
、
ガ
ン
ゴ

ル
フ
氏
の
お
取
引
先
の
版
画
家
を

訪
問
し
た
際
、
全
て
お
買
い
上
げ

頂
い
た
た
め
、
一
般
の
方
に
見
て

頂
け
な
か
っ
た
事
が
残
念
で
し
た
。

し
か
し
今
回
は
、
無
事
に
展
示
会

を
開
催
で
き
安
堵
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
こ
う
ぞ
紙
よ
り
制
作

が
難
し
い
、
国
産
み
つ
ま
た
と
国

産
が
ん
ぴ
を
使
用
し
た
手
漉
き
和

紙
な
ど
十
二
点
を
展
示
し
、
ご
説
明

い
た
し
ま
し
た
。
鉄
板
乾
燥
機
を
使

用
す
る
と
、
こ
う
ぞ
紙
な
ど
は
「
ケ

バ
タ
チ
」
が
気
に
な
る
の
で
す
が
、

板
干
し
だ
と
、
そ
う
い
う
事
は
な
く

「
ツ
ル
ツ
ル
と
し
た
」
感
触
が
あ
り

ま
す
。
特
に
「
板
干
し
に
よ
る
天
日

乾
燥
」「
薬
品
漂
泊
で
は
な
く
生
成
」

を
強
調
し
ま
し
た
。 

               

     



ドイツ 

ベルリン 

ルドヴィク 

ブルク 

◎
ド
イ
ツ
ベ
ル
リ
ン
技
術
博
物
館

で
手
漉
き
和
紙
の
実
演
会 

九
月
二
九
日
～
十
月
一
日
の
三

日
間
、
延
べ
十
四
時
間
に
わ
た
っ

て
実
演
会
を
行
い
ま
し
た
。 

最
初
に
、
私
が
見
本
を
見
せ
、

参
加
者
に
広
く
体
感
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
手
漉
き
和
紙
制
作
の
「
流

し
漉
き
技
法
」
の
「
汲
み
こ
み
」

の
難
し
さ
を
体
感
し
て
頂
き
ま
し

た
。
前
回
の
二
〇
〇
〇
年
の
時
は
、

技
術
博
物
館
二
階
の
欧
州
の
手
漉

き
紙
の
コ
ー
ナ
ー
の
奥
で
し
た
が
、

今
回
は
、
一
階
の
中
庭
の
奥
で
、

見
晴
ら
し
が
良
い
部
屋
で
、
沢
山

の
お
客
様
で
盛
況
で
し
た
。 

            

                           

                

◎
ガ
ン
ゴ
ル
フ
氏
の
新
し
い
ア
ト
リ

エ
（
ド
イ
ツ
北
部
）
訪
問 

十
月
一
日
…
ベ
ル
リ
ン
技
術
博

物
館
で
の
実
演
会
を
終
え
、
タ
ク

シ
ー
で
ベ
ル
リ
ン
中
央
駅
へ
、
中

央
駅
か
ら
三
時
間
弱
で
グ
ラ
イ
フ

ス
ヴ
ァ
ル
ト
駅
に
到
着
。
そ
こ
か

ら
、
ル
ド
ヴ
ィ
ク
ブ
ル
ク
の
ガ
ン

ゴ
ル
フ
氏
の
住
ま
い
に
到
着
。 

十
月
二
日
…
ル
ド
ヴ
ィ
ク
ブ
ル

ク
住
ま
い
近
く
を
散
策
。
ブ
ィ
ク

港 

散
策
。
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル

ト
の
プ
ラ
ザ
で
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

の
作
成
を
見
学
。 

十
月
三
日
（
ド
イ
ツ
国
民
祝
日
）
…

午
前
中
は
森
林
散
策
。
そ
の
後
、
ル

ド
ヴ
ィ
ク
ブ
ル
ク
を
車
で
出
発
し
、

ベ
ル
リ
ン
技
術
博
物
館
到
着
。 

ガ
ン
ゴ
ル
フ
氏
の
新
し
い
ア
ト

リ
エ
は
、
古
民
家
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
出
来
る
ア
ト
リ
エ
と
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
計
画
で
す
。 

ル
ド
ヴ
ィ
ク
ブ
ル
ク
は
、
静
寂
で

ス
テ
キ
な
空
間
で
し
た
。 

           

◎
そ
の
他
・
余
談 


 

東
京
新
聞
・
産
経
新
聞
・
ベ
ル

リ
ン
Ｔ
Ｖ
局
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。 


 

今
回
は
、
ベ
ル
リ
ン
で
ご
活
躍

の
多
く
の
日
本
人
に
お
会
い
し

ま
し
た
。 



      

      

 

駿
河
半
紙
技
術
研
究
会
は
、
去

る
三
月
四
日
に
、
静
岡
市
駿
河
区

の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
に
於
い
て
、『
第

三
〇
回
ふ
じ
の
く
に
地
域
文
化
活

動
奨
励
賞
』
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
賞
は
、
静
岡
県
文
化
財

団
（
鈴
木
寿
美
子
理
事
長
）
に
よ

り
、
県
内
各
地
で
地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
優
れ
た
文
化
活
動
に
取

り
組
む
文
化
団
体
を
、
表
彰
す
る

も
の
で
す
。
平
成
二
八
年
度
の
応

募
総
数
は
、
二
九
団
体
あ
っ
た
そ

う
で
す
。 

受
賞
団
体 

地
域
文
化
活
動
賞 

・
静
岡
県
童
謡
の
会 

・K
's p

ro
. 

     

今
回
の
渡
独
に
は
「
駿
河
半
紙
技

術
研
究
会
」
の
皆
さ
ん
の
後
押
し
が

あ
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

    

 
地
域
文
化
活
動
奨
励
賞 

・
駿
河
半
紙
技
術
研
究
会 

・
浜
松
ス
イ
ン
グ
バ
ン
ド 

・
静
岡
浪
曲
愛
好
会 

・
梅
園
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
遊
歩
道 

を
美
守
る
会 

地
域
文
化
活
動
努
力
賞 

・
磐
田
ジ
ュ
ニ
ア 

ホ
ス
テ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

 

   

   

 

    

去
る
十
一
月
十
二
日
、
昨
年
に
引

き
続
き
増
田
勝
彦
氏
に
よ
る
和
紙

文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
『
和
紙
に
関
し
て
＝
文
書
に 

                      

    

使
わ
れ
る
紙
と
、
修
復
に
使
用
す
る

紙
＝
』
と
い
う
題
目
で
し
た
。
和
紙

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、
数
々
の

文
化
財
の
修
復
を
手
掛
け
て
き
た

増
田
氏
が
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
研

究
を
多
数
の
写
真
や
図
で
、
今
回
も

私
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
頂
き
ま
し
た
。
講
演
会
終
了
後
は

内
藤
会
長
に
よ
る
、
渡
独
報
告
も
あ

り
ま
し
た
。 

               



ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
、
ベ
ル

リ
ン
大
聖
堂
、
シ
ュ
プ
レ
ー

川
遊
覧
船
、
国
立
美
術
館
を

楽
し
む
。 



新
し
い
出
会
い
が
あ
り
、
条

件
が
整
え
ば
、
再
度
ベ
ル
リ

ン
を
訪
問
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。 

 



今
後
と
も
日
本
独
自
で
世
界

に
誇
れ
る
「
手
漉
き
和
紙
」

の
ス
バ
ラ
シ
サ
を
説
明
し
て

い
き
た
い
。 

第
六
回 

和
紙
文
化
講
演
会 

増
田 

勝
彦
の
軌
跡 

そ
の
二 

駿
河
半
紙
技
術
研
究
会 

『
第
三
〇
回
ふ
じ
の
く
に
地
域
文
化
活
動
奨
励
賞
』
受
賞 


